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我らの救いの神よ
あなたは義によって
恐るべき業によって答えます。
遠い海、地の果てに至るすべてが信頼する方。
強い力によって山々を固く据え
大いなる力を身に帯び
大海のどよめき、波のどよめき
そして諸国の民の騒ぎを鎮める方。
世界の果てに住む者はあなたのしるしを見て畏れ
朝と夕べの始まる所に
あなたは喜びの歌を響かせてくださいます。
詩編65編6節～ 9節（聖書協会共同訳）

＜隣人を自分のように愛しなさい＞
ヘイトクライムのひとつである排外主義は、現政権（2025

年現在）において、その様相を国家的レベルで増幅している
と言えます。2025年度末で在留外国人数は400万人を超えてい
ます。その多くはアジア地域からの移住者です。また海外か
らの観光客も増えています。この国の暮らしは、様々な背景
を持った人びとによって彩られています。しかし、その彩り
を単色に塗りつぶす力は一層強くなり、「外国人」を排除し
ようとする現政権の心中が透けて見えるような出入国管理及
び難民認定法改悪は、排外主義を人びとの心の中に植えつけ
ようとする意図が垣間見られます。さらに国旗損壊罪は、誤
謬の上にある国旗が排外主義を心の奥に刻印する役割を果た
すでしょう。このような世にあって、主イエス・キリストが
最も大切だと諭した掟である「隣人を自分のように愛しなさ
い」（マルコ12：31）を強く我が身に刻むのみです。

＜コリアン・ジェノサイド＞
明治維新以降、日本の近代化はアジア地域の植民地化の中

で進められてきました。日清戦争で台湾・澎湖諸島を植民地
とし、その後も日露戦争で植民地支配の範囲を広め、1910年
に朝鮮を併合し、1931年の満州事件により大日本帝国軍は事
実上、中国地域を軍事支配してゆきます。この過程において、
日本は植民地支配を一層強め、アジア地域の人びとを国力増
産のため、日本国内へ向けて強制動員を強化していきました。
これらの歴史的流れの中で、関東大震災における朝鮮、中国
の人びと等が国家機関の積極的なデマ流布とそれに呼応した
自警団によって関東各地で虐殺されました。第二次世界大戦
では多くの植民地の女性が日本軍慰安婦（性奴隷）として連
れ出されました。あるいは、1942年の長生炭鉱水没事故によ
り、183名の命が奪われました。その多くが朝鮮人労働者でし
た。犠牲者の遺骨は海底に置き去りにされたままです。戦後
になっても、なおこの植民地支配の傷跡は深く、決して消え
ることはありません。

わたしたちは、これらの歴史的事実の前に立って植民地主
義を検証し、二度と悲劇を繰り返さず、主の平和を求めて未
来への扉を共に開いてゆけることを祈り願います。 

＜情報過多時代＞
　もはや人間の処理能力を超えた情報があふれかえる世界

で、わたしたちは正しさを見つけようともがいています。真
偽を確かめる間もなく次の情報に飲み込まれます。新しそう
に見えるものが次々と提出され、それを獲得しなければなら
ないと思わされます。

このような性急な流れの中で「事実」に対するファクト
チェックを怠り、「言論の自由」の名の下でSNSが与える情報
を処理して、ただただ「意見」を述べるようなあり方が蔓延
しています。そのような中にあって、他者を傷つけることの
想像力を十分に持てる個人・教会・社会とならなければなり
ません。AIを利用したデマとフェイク情報により、外国人を
はじめとする個人の尊厳とプライバシーが侵害され、さらに
は性暴力へと繋がっていくのです。

AIは特定の分野では功を奏するかもしれませんが、これ
を安定的に運用するために膨大な電力が必要となり、そのた
めに私たちの未来は別の犠牲を払うことになるかもしれませ
ん。このままでは、膨大な電力供給のためと称した原発稼働
推進の動きが加速してしまいます。神がわたしたちに与えた
知を謙虚に用いねばなりません。

＜戦争への道＞
世界中で戦争が絶えることがありません。ある日突然、他

国を攻撃することに徐々に慣れてしまっている世に、強い危
惧と恐怖を覚えます。攻撃の先で多くの無辜の人びとの命が
奪われ、暮らしを破壊されているのです。しかし、これは平
和憲法を持つわたしたちにとって、対岸の火事のようなこと
ではありません。この国は、戦争の出来る国へと、あからさ
まに動こうとしています。

現政権は高支持率を背景に憲法改正を明言しています。国
家の暴走を抑止する憲法から「国民」を拘束する憲法へと、
憲法のあり方を根幹から変えようとする姿勢は、平和憲法の
象徴である９条のなし崩し的な解釈変更と言える、殺傷能力
のある武器輸出の決定からもうかがい知れます。あるいは、
国家情報局を内閣に設置しようとする動きは、戦争に反対す
る声を封じ込めることを容易にします。

今こそ、断固として戦争に反対する道を平和の主と共に歩
まねばなりません。

＜祈り ― それでも、わたしたちは生きる＞
主よ、傲慢なわたしたちは、あたかもこの世界を支配でき

る者のように振る舞い、隣人を蹴落とし、友を谷底に突き落
とし、仕方ないとうそぶいて、あなたを欺いて生きる者です。
しかし、それでもわたしたちは、「あなたのしるし」（詩編65：9）
の前であなたによって生かされた命を生きる者です。どうぞ
愚かな私たちに、あなたの美しい喜びの歌を響かせてくださ
い。

わたしたちは、あなたの美しい歌を共に歌い、踊り、食し、
笑い、泣き、寄り添い、愛することを求めます。不安な夜を
過ごす者たちに、あなたのぬくもりが届くように、わたした
ちは祈り願います。あなたが必ず、わたしたちの祈りを聞き
入れてくださることを信じる者とさせてください。

＜2026年 日本基督教団・在日大韓基督教会平和メッセージ＞
日本基督教団　総会議長　雲然　俊美
在日大韓基督教会　総会長　張　慶　泰
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去る2026年６月23日（火）、関東地方会では、
新たに埼玉県熊谷市に開拓した「熊谷シャ
ローム伝道所」の開所式と、呉恩聖牧師の
委任式が執り行われた。

臨時堂会長の金柄鎬牧師の司会で始まっ
た礼拝では、総会長の張慶泰牧師が「共に
建てられていく教会」（エフェソ2：19－22）

という題で説教を行った。
引き続き、関東地方会長の金迅野牧師の司式により、熊谷シャ

ローム伝道所の開所式が行われた。開所に至る経緯が報告された
後、開所が宣言され、祈りがささげられた。

続いて行われた呉恩聖牧師の委任式も、関東地方会長の司式に
より、委任を受ける牧師が紹介された後、誓約、祈り、宣言の順
で進められた。

伝道所の開所に伴い、馬貞玉署理執事の任命式と曺粉子名誉勧

関西地方会伝道部は、2026年６月29日～ 30日の１泊２日の日程
で、ホテルロイヤルヒル福知山において、「第53回アシュラム祈
祷修養会」を開催した。

コロナ禍以降、７年ぶりの宿泊行事となった今回の修養会は、
日々の牧会や生活の忙しさから離れ、神の御前に静まり、みこと
ばと祈りを通して自らの信仰を見つめ直し、互いに信仰を分かち
合い、伝道の使命を新たにすることを目的として行われた。88名
が参加し、恵み豊かな交わりの時を持った。

講師の松本雅弘牧師（クリスチャン・ライフ成長研究会）によ
る第１セッションでは、「神に愛されることで成長する」をテー
マに、アシュラムの意義と霊性訓練の目的について学んだ。

第２セッションでは「しばし立ち止まり、振り返る――節目の
時の静まり」、第３セッションでは「聖霊に導かれる新しい生活」
をテーマに、黙想と分かち合いがなされた。

今回の中心プログラムとなった「静まりの時」では、参加者一
人ひとりが自由な場所で約１時間、聖書のみことばを黙想し、祈
りの時間を持った。その後、３、４名のグループで、神から与え
られた恵みや気づきを分かち合う時間が設けられた。神との人格
的な交わりを深める貴重な機会となり、参加者に深い感動を与え
た。

今回のアシュラムは、単なる研修会ではなく、みことば、祈り、
沈黙、交わりを通して神との関係を深め、共同体の絆を強める霊
的なリトリートとなった。また、参加者は神から託された伝道の
使命を改めて確認し、それぞれの教会と地域社会においてキリス
トの愛を実践していく決意を新たにした。　　　　（報告：李明信）

アシュラム祈祷修養会開催
主題：「安心して憩いましょう」

関
西
地
方
会

熊谷シャローム伝道所開所式
と呉恩聖牧師の委任式を挙行

関
東
地
方
会

５月24日午後4時よ
り、社会委員会主催の
オンライン連続セミ
ナー「日本で暮らすコ
リアンの生活は今」を
開催しました。本セミ
ナーは、近年強化され
ている在日外国人に対
するさまざまな規制の問題点を共有する機会となった。

社会委員長の司会、総幹事の開会祈祷に続き、在日韓国人問題
研究所（RAIK）顧問の佐藤信行氏より、在留資格の申請・更新
手数料の大幅な引き上げや、高校無償化制度から外国人学校が排
除されている問題など、深刻化する在日外国人に対する規制につ
いて講演をいただいた。

オンラインで開催された今回のセミナーには40名以上が参加
し、活発な質疑応答や意見・感想の共有が行われた。

一方、在日大韓基督教会は、総会長と社会委員長の連名で、６
月３日に「外国籍住民に過度な負担を課す出入国管理及び難民認
定法改定に懸念を表し、すべての人の尊厳が守られる共生社会の
実現を求める声明」を発表した。また、他教団および韓国のキリ
スト教会にも連帯と協力を呼びかけ、その結果、韓国基督教教会
協議会（NCCK）も６月10日に、「教会と社会委員会」委員長名
義で「日本の出入国管理及び難民認定制度改定と移住者の権利に
関する韓国基督教教会協議会（NCCK）の声明」を発表した。し
かしながら、日本政府は７月に在留資格の申請・更新手数料の大
幅な引き上げを正式に決定し、10月１日から施行することとなり
ました。外国人を地域社会の住民としてではなく、単なる労働力
として受け入れているかのようなこれらの制度や規制は、日本で
暮らす外国人一人ひとりの生活と尊厳を奪うもだ。さらに、それ
は「共に生きる」ことを願う多くの日本人の思いを踏みにじり、
日本社会そのものを損なうことにもつながる。

私たちは、こうした厳しい状況の中にあっても、神の救いの御
業に希望を置き、日本人も外国人も共に生きる社会を築く道を、
これからも共に模索し続けていきたいと願っている。

※本文で紹介した各声明文は、総会ホームページよりダウン
ロードできます。　　　　　　　　（報告：社会委員長　申容燮）

社
会
委
員
会

オンラインセミナー開催
「日本で暮らすコリアンの生活は今」

士の推戴式が、堂会長の呉恩聖牧師によって執り行われた。
この式典には、関東地方会の各教会から教役者および多くの信

徒が出席したほか、宣教協約を結んでいる日本キリスト教団関東
教区総会議長の熊江秀一牧師をはじめ、近隣の日本教会からも多
くの方々が参加し、祝賀の意を表した。

特に、呉恩聖牧師を後援し、派遣した韓国基督教長老会安城第
一教会からは、堂会員を含む７名が出席し、伝道所の開所と委任
式を祝賀し、激励した。

熊谷シャローム伝道所は、熊谷に居住していた曺粉子勧士が
韓国の安城第一教会を訪れ、自身の居住地である埼玉県熊谷市大
麻生1017の土地と建物を献納し、教会開拓の意志を伝えたことを
きっかけに設立された。

今回、関東地方会から熊谷シャローム伝道所の担任牧師として
委任を受けた呉恩聖牧師は、1985年に韓国で生まれ、全州大学校
および韓神大学校神学大学院を卒業した。その後、韓国基督教長
老会（PROK）で牧師按手を受け、全州アンティオク教会および
安城第一教会で副牧師として奉仕し、2025年５月に韓国基督教長
老会総会から
日本宣教師と
して派遣され
た。

家族は妻の
張倫禎氏と娘
一人、息子一
人がいる。

＜お知らせ＞
●2026年８月10日（月）～ 14日（金）まで、総会事務局は

夏季休暇のため業務をお休みします。
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2026年７月19日（主）～20日（月）の２日間、名古屋教会を会場に「憲
法規則等改正検討」を主題とした2026年度全国長老研修会が開かれ、
オンライン参加者20名を含む総勢75名が全国から猛暑の中集まり、
活発な意見交換が行われた。

初日は①総幹事の鄭守煥牧師が「KCCJの現状と抱える課題」と
して問題提起を行い、２日目には総会長の張慶泰牧師（船橋教会）
の挨拶・祈りに続き、②憲法委員会委員長の中江洋一牧師（広島教会）
が「解決策の模索と憲法規則改正」、③憲法規則等改正検討委員長
の柳町功長老（横浜教会）が「改正検討委員会の取り組みと憲法
規則改正の論点整理」、④副総会長の白承豪長老（神戸教会）が「憲
法規則改正のポイントと今後の課題」、そして⑤梁醸日長老（大阪
教会）「在日大韓基督教会改革提言」との講演がなされた。

開会礼拝には金明均牧師（名古屋教会）による「変えるべきものと、
変えてはならないもの」、閉会礼拝には李珍容牧師（豊田めぐみ伝
道所）による「思いを一つにして」というテーマで説教がなされ

た。今回の研修
会で出された
さまざまな意
見を踏まえ、今
後の憲法規則
の改正検討作
業に反映させ

ていきたい。　　　　　　　　（報告：全国長老会 書記 柳町功長老）

2026年度研修会開催
「憲法規則等改正検討」をテーマに

総会子ども主日を迎え、関西地方会教育部主催のオリニ大会が、
2026年6月14日（主日）午後３時から大阪教会で、「祈ってごらんよ、
分かるから」という主題のもと開催された。

10か所の教会から、子ども18名、大人43名の計61名が参加した。
開会礼拝は咸美羅牧師の司会で進められ、教育部長の金大賢牧師
から、「僕は聞いております」（サムエル記上３章８～ 10節）とい
う題で説教がなされた。

その後、幼稚部、小学部、中高生部に分かれ、「祈り文を作る」
というテーマでの活動や宝探しの時間を持った。続いて、吉井秀
夫長老の司会で分団発表会が行われ、子どもたちが作った絵や祈
り文が披露された。先生や保護者から温かい拍手が送られ、恵み
に満ちた時間となった。　　　　　　　　　　（報告：金大賢牧師）

教育部主催のオリニ大会
「祈ってごらんよ、分かるから」という主題で

関
西
地
方
会

2026年６月22日（月）に全国教会女性連合
会、第65回定期大会が大阪教会で開かれた。

開会礼拝は宋福姫会長のもと、石橋真理
恵牧師の説教と祝祷により行われた。

全国５地方から総代58名中、56名が出席
した大会では、会長の開会辞、会順採用、
前回定期大会の議事録報告、総括報告、各
局報告、各地方会報告、会計決算・監査報告、委員選挙、献議案
を含めた案件討議が行われた。

閉会礼拝は司会を崔美恵子新会長、説教・祝祷を新総務として
承認された鄭詩温牧師が担当し、定期大会を終了した。

第64回定期大会にて選出された新委員は以下の通りである。
会　長：崔美恵子（武庫川）　副会長：高慶美（大阪）

第65回定期大会を開催
新会長に崔美恵子長老選出

全
国
女
性
会

全
国
長
老
会

書　記：梁律子（神戸）　　　副書記：李正子（名古屋）
会　計：李敏禮（西荒井）　　副会計：姜志鮮（大阪）
教育局：李好子（小倉）　　　宣教社会局：金惠珍（川崎）
財政局：李奈々（平野）　　　心のケア局：金仁姫（京都）
関　東：李銀珠（横浜）　　　中部：呂和淑（名古屋）
関　西：柳綏美（京都南部）　西部：尹豊子（神戸）
西　南：任永淑（折尾）
会計監査：姜玲玉（川崎）、慎静子（豊中第一復興）
総　務：鄭詩温              　顧問：宋福姫(名古屋）

　　　　　　　　　　（報告：李正子副書記）

金日淑長老将立式挙行
名誉勧士、名誉執事推戴も同時に

武
庫
川
教
会

2026年６月14日（主日）午後４時より、
武庫川教会において金日淑長老将立式と金
銀美名誉勧士、崔貞淑名誉執事推戴式が行
われた。
西部、関西地方会の各教会から大勢の
方々が集った式典には、先ず、堂会長の梁
榮友牧師の司会によって礼拝が始まり、西

部地方会会長の韓世一牧師による「主の家に植えられた巨木」
（詩編92編13～14）という題目の説教があった。
西部地方会会長の韓世一牧師の司式により長老将立式が進め
られ、紹介、誓約、按手、宣布が出された。
　この度、武庫川教会の視務長老として将立された金日淑長
老は、1967年生まれ、1998年から執事として長らく仕えられた。
家族は夫の黄勲氏と２男１女がいる。　　　　　（報告：梁昌熙）

高光錫長老将立式挙行
在日２世として24年間執事奉仕

神
戸
教
会

2026年６月21日（主日）午後４時、神
戸教会では、高光錫長老将立式が行われた。
近隣の各教会から多くの信徒が参席する
中、堂会長の韓世一牧師の司会によって礼
拝が始まり、岡山教会の崔亨喆牧師から「キ
リストに結ばれて歩みなさい」（コロサイ2：
6～7）という題で説教があった。

引き続き行われた長老将立式は、西部地方会長の韓世一牧師
の司式のもと、紹介、誓約、按手祈祷、宣布の順で進められた。
このたび、神戸教会の視務長老として将立された高光錫長老
は、1969年、在日２世として神戸で生まれ、2002年から本教
会の執事として奉仕してきた。
家族は、妻の高真理氏と１女１男がいる。　　（報告：韓世一）
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主よ、歴史の主であり、平和の王であられる神様。分断と
いう長い歳月の中にあっても、私たちの民族を守り導いてくだ
さった恵みに心より感謝いたします。解放から81年を迎えまし
たが、今なお朝鮮半島には分断の痛みと緊張が残されています。
それでも私たちが絶望することなく、平和への希望を抱いて祈
り続けることができるよう導いてくださる主の恵みを賛美いた
します。

主よ、長年にわたる対立と不信が、これ以上憎しみと敵意の
種となることがありませんように。南と北が互いへの恐れと警
戒を乗り越え、命の尊さを重んじながら平和への道を歩む知恵
をお与えください。互いの違いを認め合いながらも共に生きる
道を見いだし、対立より対話を、対決より信頼を、憎しみより
和解を選び取ることができますように。

主よ、戦争が残した深い傷と分断の苦しみを心に留めてくだ
さい。愛する家族を失い、故郷を失い、平穏な日常を失った多
くの人々の涙と嘆きを、主ご自身が慰めてください。過去の悲
しみが新たな憎しみを生み出すことなく、傷を癒やしてくださ
る主の愛によって、赦しと和解の歴史が築かれますように。

主よ、朝鮮半島と東アジアを取り巻く緊張と対立が深まるこ
の時代にあって、力と欲望の論理ではなく、正義と平和の道が
選ばれますように。武力や威嚇ではなく対話と協力が、対決で
はなく共生が、この地の秩序となりますように。そして再び戦
争の恐怖が私たちの未来を支配することがありませんように。

主よ、120年余りにわたり在日大韓基督教会をお支えくださ
り、お導きくださったことを感謝いたします。異国の地にあっ
て民族の痛みをともに担い、福音にあって和解と正義、そし
て平和を証しするよう私たちを召してくださったことを覚えま
す。時代ごとの困難や差別、葛藤の中にあっても、キリストの
愛をもって隣人に仕え、民族と民族を結ぶ和解の架け橋として
くださいました。どうかこれからも、過去の傷にとどまること
なく、神の国の平和を実現する共同体として、次の世代ととも
に希望の歴史を築いていくことができますように。

主よ、在日大韓基督教会が分断の痛みを記憶するだけの教会
ではなく、和解と平和を実現する教会となりますように。国籍
や民族、言葉や文化の違いを超えて、すべての人を神のかたち
として尊び、キリストの愛をもって隣人に仕え、朝鮮半島、日
本、そして東アジアの平和のために祈り、行動する教会として
ください。

主よ、平和を語る唇だけでなく、平和を実践する人生をお与
えください。私たちの祈りが生活となり、私たちの信仰が和解
を実現する勇気となり、私たちのいるところにキリストの平和
が満ちあふれますように。

主よ、私たちは互いに打ち勝つ道ではなく、ともに生きる道
を選びます。敵意と不信を乗り越え、尊重と信頼を回復し、南
と北が平和に共存し、やがて神の御心のうちに豊かな和解の実
りを結ぶ日が訪れますように。次の世代が戦争への恐れではな
く、平和への希望を抱いて歩むことができますように。

主よ、平和は人間の力だけでは成し遂げることができないこ
とを、私たちは告白いたします。私たちの平和であられる主イ
エス・キリストが私たちの心を新たにし、朝鮮半島と東アジア
に和解と命の道を開いてください。また、在日のキリスト者一
人ひとりに信仰と知恵、そして勇気を与え、どこにあっても平
和をつくる主の証人として歩ませてください。

主よ、『平和を実現する人々は幸いである。その人たちは神
の子と呼ばれる。』との御言葉を、私たちの教会の使命として
深く刻ませてください。平和のために祈り、平和のために行動
し、平和を証しする教会としてください。分断と対立の歴史を
越え、和解と共存の未来を切り開かれる神様の御業に、私たち
を尊くお用いください。

私たちのまことの平和であられる主イエス・キリストの御名
によってお祈りいたします。アーメン。

                    2026年８月９日
平和統一会議準備委員会

2026年 在日大韓基督教会 平和統一主日
共同祈祷文

全国教会女性連合会第65回定期大会におい
て、新たに総務となりました鄭詩温（ちょん・
しおん）と申します。東京生まれ、大阪育ちの
在日２世です。これまで全国女性会を支え、祈
りと奉仕を重ねてこられたお一人おひとりの歩
みを思うと、その働きを受け継ぐ責任の重さを
感じると同時に、この務めへと招かれたことを
心から感謝しています。

特に、これまで総務として全国女性会の働き
を支えてこられた石橋真理恵牧師任に、心より
感謝を申し上げます。各地方に広がる女性会と
の連絡をはじめ、多岐にわたる務めを丁寧に担
い、全国女性会の歩みをつないでくださったご

労苦に、深い敬意を覚えます。そのご奉仕と志
を大切に受け継いでまいりたいと思います。

全国女性会は1948年の創立から、あと２年で
80周年を迎えます。70周年の際に掲げられた主
題「主に接ぎ木された者として」を心に留め、
私たちが主につながり、互いにつながり合い
ながら、世代や地域を越えて共に祈り、豊か
な実を結ぶ全国女性会でありたいと願ってい
ます。

まだ不慣れなことも多くありますが、皆さま
のお力とお知恵をお借りし、一つひとつの務め
に誠実に取り組んでまいります。どうぞお祈り
とご協力をよろしくお願いいたします。

全国教会女性連合会総務になって
鄭　　詩　　温


